
「ば」の識別　練習問題（未然形＋ば／已然形＋ば）

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／27）

「ば」は直前の活用形で決まります　未然形＋ば＝順接の仮定条件（もし〜なら／まだ起きていない）　／　已然形＋ば＝順接の確

定条件（〜ので・〜すると／すでに起きている）。

確定条件はさらに①原因・理由（〜ので）②偶然（〜すると）③恒時（〜するときはいつも）の三つに分かれます。

四段動詞ならア段が未然形・エ段が已然形（散ら／散れ）。ここを見るのが最短です。

一
　
次
の
各
例
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

①

花
散
ら
ば
、
ま
た
来
（
こ
）
む
。

②

花
散
れ
ば
、
春
も
暮
れ
ぬ
。

③

風
吹
か
ば
、
波
立
ち
な
む
。

④

風
吹
け
ば
、
波
立
ち
け
り
。

⑤

命
あ
ら
ば
、
ま
た
会
は
む
。

⑥

命
あ
れ
ば
、
憂
き
こ
と
も
多
し
。

⑦

雨
降
ら
ば
、
行
か
じ
。

⑧

雨
降
れ
ば
、
道
も
あ
し
。

⑨

門
を
開
く
れ
ば
、
人
あ
り
け
り
。

⑩

春
来
ぬ
れ
ば
、
花
咲
く
。

⑪

過
ぎ
ば
、
悔
し
か
ら
む
。

⑫

過
ぐ
れ
ば
、
跡
も
な
し
。

⑬

都
を
出
で
し
か
ば
、
日
数
経
に
け
り
。

⑭

見
れ
ば
、
蛍
な
り
け
り
。

⑮

さ
ら
ば
、
参
ら
む
。

⑯

山
を
ば
越
え
つ
。

語
注
　
あ
し＝

悪
い
。
　
憂
し＝

つ
ら
い
・
い
や
だ
。
　
跡＝

あ
と
か
た
。
　
日
数
経
（
ひ
か
ず
ふ
）＝

日
数
が
た
つ
。
　
※
例
文
は
学
習
用
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
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「ば」の識別　練習問題（未然形＋ば／已然形＋ば）

Ａ
　
「
ば
」
の
直
前
の
活
用
形
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
「
花
散
ら
ば
、
ま
た
来
（
こ
）
む
。
」
の
「
ば
」
の
直
前
の
語
を
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
ま
で
答
え
よ
。

（
2
）
②
「
花
散
れ
ば
、
春
も
暮
れ
ぬ
。
」
の
「
ば
」
の
直
前
の
語
を
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
ま
で
答
え
よ
。

（
3
）
⑨
「
門
を
開
く
れ
ば
、
人
あ
り
け
り
。
」
の
「
ば
」
の
直
前
の
語
を
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
ま
で
答
え
よ
。

（
4
）
⑪
「
過
ぎ
ば
、
悔
し
か
ら
む
。
」
の
「
ば
」
の
直
前
の
語
を
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
ま
で
答
え
よ
。

（
5
）
⑤
「
命
あ
ら
ば
、
ま
た
会
は
む
。
」
の
「
ば
」
の
直
前
の
語
を
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
ま
で
答
え
よ
。

（
6
）
⑬
「
都
を
出
で
し
か
ば
、
日
数
経
に
け
り
。
」
の
「
ば
」
の
直
前
の
語
は
何
か
。
品
詞
と
活
用
形
ま
で
答
え
よ
。

（
7
）
⑭
「
見
れ
ば
、
蛍
な
り
け
り
。
」
の
「
ば
」
の
直
前
の
語
を
、
活
用
の
種
類
と
活
用
形
ま
で
答
え
よ
。

Ｂ
　
仮
定
条
件
か
確
定
条
件
か
（
8
〜
11
）

（
8
）
①
〜
⑧
の
う
ち
、
順
接
の
仮
定
条
件
（
も
し
〜
な
ら
）
は
ど
れ
か
。
番
号
を
す
べ
て
書
け
。

（
9
）
①
〜
⑧
の
う
ち
、
順
接
の
確
定
条
件
は
ど
れ
か
。
番
号
を
す
べ
て
書
け
。

（
10
）
⑪
と
⑫
は
同
じ
動
詞
「
過
ぐ
」
だ
が
、
意
味
が
ち
が
う
。
そ
れ
ぞ
れ
仮
定
か
確
定
か
を
書
け
。

（
11
）
⑮
「
さ
ら
ば
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
直
前
の
語
の
活
用
形
も
書
け
。
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Ｃ
　
確
定
条
件
の
三
つ
の
意
味
（
12
〜
15
）
　
★
差
が
つ
く

（
12
）
④
「
風
吹
け
ば
、
波
立
ち
け
り
。
」
の
「
ば
」
が
表
す
確
定
条
件
の
意
味
を
、
原
因
・
偶
然
・
恒
時
の
ど
れ
か
で
答
え
よ
。

（
13
）
⑨
「
門
を
開
く
れ
ば
、
人
あ
り
け
り
。
」
の
「
ば
」
が
表
す
確
定
条
件
の
意
味
を
、
原
因
・
偶
然
・
恒
時
の
ど
れ
か
で
答
え
よ
。

（
14
）
⑩
「
春
来
ぬ
れ
ば
、
花
咲
く
。
」
の
「
ば
」
が
表
す
確
定
条
件
の
意
味
を
、
原
因
・
偶
然
・
恒
時
の
ど
れ
か
で
答
え
よ
。

（
15
）
⑥
「
命
あ
れ
ば
、
憂
き
こ
と
も
多
し
。
」
の
「
ば
」
が
表
す
確
定
条
件
の
意
味
を
、
原
因
・
偶
然
・
恒
時
の
ど
れ
か
で
答
え
よ
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
16
〜
21
）

（
16
）
①
「
花
散
ら
ば
、
ま
た
来
（
こ
）
む
。
」

（
17
）
②
「
花
散
れ
ば
、
春
も
暮
れ
ぬ
。
」

（
18
）
⑨
「
門
を
開
く
れ
ば
、
人
あ
り
け
り
。
」

（
19
）
⑩
「
春
来
ぬ
れ
ば
、
花
咲
く
。
」

（
20
）
③
「
風
吹
か
ば
、
波
立
ち
な
む
。
」

（
21
）
⑦
「
雨
降
ら
ば
、
行
か
じ
。
」
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Ｅ
　
記
述
と
応
用
（
22
〜
24
）

（

22

）

⑯

「

山

を

ば

越

え

つ

。
」

の

「

ば

」

は

、

こ

れ

ま

で

の

も

の

と

ど

う

ち

が

う

か

。

文

法

的

に

説

明

せ

よ

。

（

23

）
「

花

散

ら

ば

」

と

「

花

散

れ

ば

」

は

、

な

ぜ

意

味

が

変

わ

る

の

か

。
「

ば

」

の

付

き

方

か

ら

説

明

せ

よ

。

（
24
）
「
ば
」
の
識
別
で
、
ま
ず
何
を
見
れ
ば
よ
い
か
。
手
順
を
書
け
。

Ｆ
　
ま
と
め
（
25
〜
27
）

（
25
）
未
然
形
＋
ば
の
意
味
を
書
け
。

（
26
）
已
然
形
＋
ば
の
三
つ
の
意
味
を
書
け
。

（
27
）
四
段
動
詞
で
未
然
形
と
已
然
形
を
見
分
け
る
に
は
、
ど
の
音
を
見
れ
ば
よ
い
か
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶未然形＋ば＝もし〜なら／已然形＋ば＝〜ので・〜すると。これだけは即答。　❷四段はア段が未然・エ

段が已然（散ら／散れ・吹か／吹け）。音で割れます。　❸「をば」は接続助詞の「ば」ではない（格助詞「を」＋係助詞「は」）。直前が名詞な

ら別物です。
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